
「大地と 心と 地域を 耕す」 

 

 

 

 

） 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事会報告 

援農状況

状

jyoukyou  

 

         2022 年 12 月の援農集計 

  
援農時

間(h) 

参加者

数(人) 

参加延べ

人数(人) 

農家

数(軒) 

年間援農

時間(h) 

年間参加延べ

人数(人) 

2022 年 12 月 1, 674  62  476 21  21,416  5,901  

2021 年 12 月 1,790  50  479  19  20,379  5,470 

増/減 -116 +12 -3 +2 +1, 037 +431 

小寒、大寒が過ぎましたが、寒波の襲来で寒い毎日が続きます。立春、そして春分と 

暖かな春が待ち遠しいこの頃ですが、皆様お変わりありませんか。 

12 月の援農結果とともに 2022 年の年間の援農結果を報告させて頂きます。12 月は

1,674 時間（前年同月比 116 時間減）の援農となりました。年間累計では、21,416 時

間（前年比で 1,037 時間の増）となり、すずしろ２２結成以来の最高時間となりました。

援農会員、農家会員の皆様の協力に感謝いたします。   

昨年１年間を振り返りますと、７月までは援農参加者数、参加延べ人数、協力農家数、

援農時間のすべてが増となりました。８月以降は、参加者数は増えた

ものの援農時間の減が多く発生しました。そして、安全面に関して

は、下記「安全 PR」にあります通り、援農中に作業事故が発生して 

しまいました。その後、治療が進み回復に向かっているとはいえ、改

めて「健康で安全・安心な援農」を呼びかけてまいります。本年も皆

様のご協力をよろしくお願いいたします。（援農サポータ/北尾） 

 

 

  

すずしろは大根 それは大地の豊な恵の象徴 22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 
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666 
1 月度理事会（1/19（木）17:30～21:00 台町市民センター。 

7 名出席） 

① 総会議案書の検討（活動報告、決算、5 年度活動計画、予算案、役員体制） 

② 新たに浜中俊夫さんが農家会員として入会されました。援農窓口は清水理事長。 

③ 一般会員入会者 5 人の報告と共有。援農窓口の方へお知らせし、援農への呼びかけ 

を行うこととする。 

④ 横川町子ども食堂への食材提供を小比企地区の市民農園利用者に 

呼びかけることとした。 

⑤ 障害保険適用 2 件あり。虫刺され 1 件、里芋毛羽取り機での事故 

1 件。 

⑥ 富所農園、獣害対策のための防草シート張りは完了、1/31 から 

業者が電気柵設置予定。 

厳しい寒さの中、援農にご協力き、ありがとうございます。 

先月、「サトイモ毛羽取り機に指を挟まれ骨にヒビが入る」作業事

故が発生しています。援農先によっては、野菜の洗浄やネギの根切 

り等、機械を使った作業に携わる場面もあろうかと思いますが、機械の取り扱いについて

は農家さんのご指導に従って、「安全第一」の作業に努めて頂き 

ますようお願いいたします。なお、2022 年はこの他に、虫刺され 

による傷害が１件ありました。 

まだまだ寒さが続きます。この時期は畑が霜で大変滑り易く 

なっていますので注意してください。路面の凍結にも要注意です。 

2023 年は、傷害事故ゼロを目指しましょう。（清水） 

 

安全 PR 



          アズマネザサ（東根笹） イネ科メダケ属 

 高さ 3～4ｍ、地下茎で群生。棹は直径 2cm。節から枝が 3～7 本出る。1 つの棹は 4

年ぐらいで枯れる。葉は長さ 5～20cm の披針形で、無毛、枝先に 2～7 枚が互生する。

葉の寿命は 1 年で、春と秋に一部落葉する。花は春から初夏、よ 

く咲く。若芽を食べることができるが、食べられる部分は少ない。 

名前の由来は、東日本にもっとも普通に見られ、根が這って繁殖 

することから。篠竹とも呼ばれる。 

ところで、竹と笹の違いは、成長した時たけのこの皮が落ちる 

のが竹、残って茎を包むのが笹とのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
野草あれこれ 

 

 

 

援農体験記 

お知らせ 
 

2/26（日）13 時～15 時、エスフォルタアリーナ研修室にて 

令和 5 年度通常総会を開催します。3 年ぶりに出席者制限を設けずに開催しますので 

ご出席のほどお願いいたします。京王高尾線狭間駅より 1 分、駐車場（有料）あり。 

尚、議案書と委任状を 2/14 前後に送付致します。必ず、同封の葉書にて返信を 

お願いします。昨年、メールでの議案書・委任状送付をご希望された方には、メールに

て送付させて頂きます。 

         久保山農園（久保山町）に１区画、空きがあります。 

農園で野菜作りを楽しみませんか。利用料 18,000 円/年。広さ 50 ㎡。 
問合せ：清水（080-3347-6491、akkait@ymobile.ne.jp） 

           年会費（家族会員は廃止となり、一律１,５００円 

となります）の徴収にご協力をお願いします。 

援農に参加された方からは、年会費を差し引いて謝礼金をお支払いしております。 

２月の総会に参加の方からは、受付にて集金させて頂きます。 

ゆうちょ口座への入金も受付けております。ご協力をよろしくお願いいたします。 

今年も常盤牧場竹林（寺田町）でたけのこ掘りをします。 

日にち：4/15(土)、16(日)、22(土)、23(日)、29(土)、30(日) 

時間 ：8～10 時、10～12 時（分けて募集します） 

参加費：会員無料、非会員・小学生以上 100 円、未就学児無料(保険代) 

掘ったたけのこは、1 ㎏ 350 円で買い取りとなります。 

詳細は 2 月報でお知らせします。 

 

       『すずしろ２２は地域活動の多様性を確保する意義があると 

考えています』             暁町 飛田康太朗  

私は、援農活動では、去年から元八王子町の小川栄花園に１週間に 1 回ほど通っていま

す。主な作業内容は夏と冬に販売する、旬のお花の苗をつくることでした。黒いポットに

土をいれていき、花の小苗を移植し、葉っぱがつくまで成長したら肥料を何 

粒かポットの中にいれてやる作業、これらの作業をシーズン中に何度も援農 

で行いました。私は男性かつ現役世代なので力仕事を任されることが多いで 

すが、女性で援農に入られる方は古くなった花だけ摘み商品を綺麗に整える 

作業を任されることが多いそうです。園主の小川さんと、援農で参加されて 

いる永澤さんと 3 人で働くことが多かったです。永澤さんは働きぶりが熱心 

で率先して作業されるので、私は彼の後からついていく形で働かせていただ 

きました。小川さんからの信頼も厚く、その理由が言わずとも納得させられるのです。重

宝される人材は年齢など関係ない、永澤さんのように私も働きたいものだと感銘を受けて

います。 

私はすずしろ 22 の活動の意義を、様々あると思っていますが、とくに八王子市民の地

域活動の多様性を確保することに最も意義があると考えています。自分自身、この活動を

住んでいる地域の人と関わる機会として励んでいます。 

令和 5 年度通常総会 

農園利用者募集 

 

年会費の集金について 

 

たけのこ掘り 

mailto:akkait@ymobile.ne.jp

